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３-１ 環境像  

国の「第六次環境基本計画」では、環境政策の目指すところは、「環境保全上の支障の防止」及び

「良好な環境の創出」からなる環境保全と、それを通じた「現在及び将来の国民一人一人の生活の質、

幸福度、ウェルビーイング、経済厚生の向上」であるとされ、「ウェルビーイング／高い生活の質」が環

境・経済・社会の統合的向上の共通した上位の目的として設定されています。 

門真市においても、これらの考え方に基づき、環境施策の推進により、門真市総合計画の基本構想

や SDGsのゴール達成に寄与し、ウェルビーイングの実現を目指します。 

 
 

 

 

図３-１ 「ウェルビーイング／高い生活の質」の実現と環境像のイメージ 

 
 
 
 

 

 

第３章 目指すべき環境像と目標 



 

 

23 

資 

料 

編 

第 

１ 

章 

第 

２ 

章 

第 

３ 

章 

第 

４ 

章 

第 

５ 

章 

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

環
境
の
現
状
と
課
題 

目
指
す
べ
き
環
境
像
と
課
題 

目
標
達
成
の
た
め
の
施
策 

計
画
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て 

 

  

門真市環境基本条例 前文 

 

門真市は、先人たちが平坦な低湿地帯を活かし、水路に田舟が行き交う中でれんこん栽培などの

農業を発展させ、くすのきの大木で知られる薫蓋樟などの社寺林とともに水と緑の織り成す環境の下

で自然と共生し、歴史と文化を育んできました。 

しかしながら、産業の発展による急速な都市化の進行によって、産業文化都市へと変貌するとともに

農地は減少し、水路利用の変化と相まって、かつての身近に自然と触れ合うことができる環境は様変

わりしました。 

また、資源やエネルギーの大量消費に支えられたライフスタイルや事業活動は、生活環境に大きな

影響を与えるとともに、地球環境へも負荷を与えるようになったことから、地球温暖化や生物多様性、

ごみ、公害など幅広い環境問題が私たちの生活に密接に関わっていることを認識し、低炭素社会や循

環型社会など、持続可能な社会づくりを進めていくことが必要とされています。 

かけがえのない地球を守り、人の健康や生態系等に対する「安全・安心」の確保を前提に、健全で

恵み豊かな環境を保全し、良好で快適な環境の創造に取り組み、将来に引き継ぐことは、私たちの願

いであり、また責務です。 

私たちは、市、市民、事業者の協働により、自然と人との触れ合いが保たれ、地球に優しいまちづくり

を進め、より良い環境を次の世代に継承していくことを目指し、この条例を制定します。 
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３-２ 環境像実現のための目標と環境指標 

本計画は、環境像実現のための５つの目標と環境指標を掲げます。 

目標は、持続可能な循環共生型社会を形成し、快適で安心して暮らせる地域環境を将来の世代に

引き継いでいくために「脱炭素社会の構築」「気候変動に強いまちづくり」「循環型社会の形成」「生活

環境の保全」「環境学習の推進」を掲げます。 

また、目標５の「環境学習の推進」については横断的に取り組む方針とします。 

 
 

 

図３-２ ５つの目標  
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表３-１ 環境指標  

目標 環境指標項目 
現状値 

（2023年度） 

目標値 

（2034年度） 

目標１ 

脱炭素社会の構築 

市のデコ活宣言の取り組みを聞いている

または知っている市民の割合 
22.0％ 50％ 

市域の二酸化炭素排出量 
630,461t-CO2 

※１ 

484,183t-CO2 

市域の再生可能エネルギー導入量 
14,158MWh 

※１ 

48,992MWh 

市の事務事業における二酸化炭素 

排出量 22,300t-CO₂ 

※１ 

18,684t-CO2 

目標２  

気候変動に強い 

まちづくり 

最寄りの避難場所を確認している 

市民の割合 
53.4% 80% 

クーリングシェルター設置数 19箇所 24箇所 

災害協定締結数 
52件 

※２ 

60件 

目標３ 

循環型社会の形成 

ごみの減量やリサイクルに非常に関心の

ある市民の割合 
23.9％ 50％ 

ごみの減量化、リサイクル活動を実践して

いる事業所の割合 
51.3％ 70％ 

市民一人一日当たりのごみ排出量 
919g 

※3 

841g 

リサイクルプラザ利用件数 6,850人 7,000人 

集団回収量 
1,304t 

※３ 

1,164t 

ふれあいサポート収集の利用世帯数 
91世帯 

※２ 

200世帯 

目標４ 

生活環境の保全 

市民 1人当たりの公園面積 
1.21㎡ 

※２ 

2.00㎡ 

市内緑化の年間増加面積 
3,877㎡ 

※２ 

4,000㎡ 

緑地面積 ※5 

96ha 

※4 

123ha以上 

環境基準達成率（大気） １00％ 100％ 

環境基準達成率（水質） 100％ 100％ 

公害が少ない環境の良いまちだと思う 

市民の割合 42.9％ 

※２ 

70％ 

清掃活動の参加者数 4,564⼈ 6,000人 

目標５ 

環境学習の推進 

環境啓発イベント参加者数 404人 600人 

環境学習・啓発講座参加者数 979人 1,000人 

環境問題に取り組みたいと思う市民の 

割合 
55.1％ 80％ 

※１：令和 12（2030）年度における目標値（門真市地球温暖化対策実行計画 (区域施策編 )、第６期門真市エコオフィス推進計

画） 

※２：令和 11（2029）年度における目標値（門真市第６次総合計画） 

※３：令和 12（2030）年度における目標値（門真市一般廃棄物処理基本計画）  

※４：令和 14（２０３２）年度における目標値（門真市みどりの基本計画） 

※５：平成 30（2018）年度末における現状値（門真市みどりの基本計画） 


